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全国知事会議 記者会見録 

 

・日  時：令和７年８月２６日（火）14:00～14:25 

・会  場：都道府県会館特別会議室（３階） 

・出  席：村井全国知事会会長（宮城県知事）、阿部長野県知事 

 

 

（進行役：中島事務総長） 

それでは先ほど選任されました阿部新会長、そして村井会長の２人合同で皆様からのご質

問にお答えをするという形で進めさせていただきたいと思います。記者の皆様はお手元のマ

イクがありましたら、スイッチを押していただければ音声が入ります。 

それでは、ご質問ある方は挙手の上、社名、お名前をおっしゃっていただきましてから、

ご発言、ご質問をお願いします。その際に村井会長へのご質問か、または阿部新会長へのご

質問かはっきりとおっしゃっていただければ大変助かります。 

なお記者会見の時間ですがこの後の予定がございますので、14時 30分を目途に終了させ

ていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

（TOKYO MX） 

TOKYO MXの白井と申します。阿部新会長に３点質問です。まず１点目ですけども、これま

で全国知事会として、人口減少や少子化対策として東京一極集中の是正を求めてきたと思う

のですけれども、新会長としてこの東京一極集中の是正にどのように取り組むか教えてくだ

さい。 

 

（阿部長野県知事） 

人口問題に関連していくつかの視点があります。１つは少子化、子供の数が少なくなって

いる。それからあとは人口の社会増減、もうすでに人口減少局面に入っておりますので、そ

ういう意味でそうした中でも活力や地域をどう維持するかという視点、大きく 3つあると思

います。 

東京一極集中の課題については特にこの社会増減のところに関係してくるわけでありま

すけれども。やはり全国知事会としては、東京が世界の大都市と伍して発展していくことは

非常に重要なことだと考えています。その一方で例えば高校を出ると、例えば長野県の例で

申し上げれば、大学・高等教育機関が少ないので、どうしても大都市に行かざるをえない。

あるいは、企業も大都市に集中しておりますので、どうしても就職する局面であれば大都市

に行かなければいけない。 

こうした状況の中で、やはり国土全体を見た時に過度な一極集中という状況については、

しっかり対応していかなければいけないのではないか。そしてそうした取組自体が大都市部

においても例えば災害のリスクもあるわけですので、その意味ではそうしたことを考えた時

に国土全体をどう調和させていくのか、こうした視点をしっかり持ちながら会長としての取

組を進めていきたいと思っています。 
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（TOKYO MX） 

２点目も今の質問に続いてなのですけども、現在東京都、簡単に言うと小池東京都知事

が一極集中の是正に対して、反対を示している立場です。東京都に対してどのように取り

組んでいくのか、また特に東京都においてどのような分野の是正が必要だとお考えか教え

てください。 

 

（阿部長野県知事） 

今申し上げたことと重なる部分がありますが、やはり政府や行政の機能を含めて、色々な

ものが東京都に集中をしているという現状があります。小池東京都知事も全国知事会のメン

バーでいらっしゃいますから、もちろん小池東京都知事のご意見もしっかり踏まえながら議

論していく、共通して進んでいけるような方向性を見出していかないと思います。先ほど申

し上げたように過度な東京一極集中は課題もあります。 

そこについては、全国知事会としてはかなり強い問題意識を持っておりますので、小池東

京都知事のご意見も踏まえながら、私は会長の立場になれば全体をマネージしていかないと

いけませんので、多くの皆さんと一緒になって共通の解決策を見出せるように取り組んでい

きたいと思っています。 

 

（TOKYO MX） 

３点目に外国人対応について聞かせてください。これも全国知事会のプロジェクトチーム

として政府に提案をしてきたと思うのですけども、新会長としてどのようにこの外国人対応

を進めていきたいのか教えてください。 

 

（阿部長野県知事） 

外国人政策は国と地方の役割をしっかり意識していただいた上で、国がもっと踏み込んだ

対策を講じていただく必要があると思っています。現実に多くの外国人の方たちが地域社会

に暮らされていますし、また様々な産業分野で働いて活躍をしていただいています。 

そうした状況の中で我々都道府県とすれば、外国籍の方も地域、社会の住人・住民であり

ますので、そういう意味で多文化共生社会をしっかり目指していくということが必要だと思

っています。 

その一方でどういう在留資格を与えるのか、出入国管理の部分をどうしていくのかという

ことは、ここは先ほど所信で申し上げたように、国が長期的なビジョンをしっかり持った上

で、どういう政策をとるのか、方向づけしていただくことが必要だと思いますし、加えて我々

が取り組む多文化共生社会の実現に向けても、より踏み込んだ国としての積極的な支援が必

要だと思っています。 

そういう観点で国に対して地方の声をぶつけていきたい、要求をしていきたいと思ってい

ます。 

 

（静岡新聞） 

静岡新聞の角田と申します。阿部新会長にお伺いします。 

先ほどの外国人の政策についての関連で質問ですけれども、多文化共生社会を目指すその
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一方で、先日の全国知事会でとりまとめられた提言についても、静岡県知事がプロジェクト

リーダを務めているため静岡県庁では、日本人にもっとやるべきじゃないかといった苦情が

寄せられている状況です。こういった状況についてどのようにお考えでしょうか。 

 

（阿部長野県知事） 

この外国人の問題について、青森宣言を村井会長のもとでとりまとめいただきましたけれ

ども、我々は排外主義的な立場をとらないということで意思統一をさせていただいておりま

す。今の状況で、国民・住民の皆様方から色々な不安やそうした声があるというのも事実だ

と思います。 

先ほど申し上げたように、やはり国として長期的なビジョンを踏まえたしっかりとした方

向づけがされてないということも大きな要因ではないかと思いますので、我々都道府県とし

ては、やはり、外国人の皆様方も住民の一員として暮らす皆さんが安心・安全に暮らせる社

会を作っていくことをしっかり進めていかないといけませんし、一方で国においては長期的

な視点に立って、外国人政策をしっかりと方向づけをしてもらうことが必要だと思っていま

す。 

 

（河北新報） 

河北新報の関川と申します。阿部次期会長にまず 1点伺います。先ほどの東京一極集中の

話でこの間の委員会、全国知事会議の議論を聞いていると、東京都の説明として、例えばそ

の税源の偏在というのはないと考えています、そういうデータの読み方について、東京都と

他の道府県とでちょっと食い違いというか、どういうデータをどう見るかというのが、違っ

ているような気もするのですけれども、そこら辺の意識合わせというか、東京都や他の道府

県も交えてデータを分析するというような考えがありますでしょうか。 

 

（阿部長野県知事） 

私は色々な物事を議論する時には、何かを同じ土俵に立たないとなかなか議論が進んでい

かないと思います。そういう意味では今ご指摘いただいたように、例えば人口の社会増減の

話、あるいは財政的な状況というのは、しっかりとデータがありますので、そういうものの

受けとめ方についてはすり合わせていく、同じ考え方を共有して議論を進めていくことは大

変重要なことだと思いますので、今いただいたような視点もしっかり持ちながら全国知事会

全体がまとまるようにしていきたいと思っています。 

 

（河北新報） 

村井会長に伺います。先ほど会議の中のご挨拶で今後は一兵卒してという話がありました

けれども、今後全国知事会の中で色々な委員会がありますけれども、どういう分野で特に関

心を持って働いていきたいというお考えがあれば伺います。 

 

（村井会長） 

すでに私は委員会に所属しておりますので、委員会を抜けたり、あるいは新たに入ったり

ということは考えておりませんから、今までと同じということになります。活動としては同
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じということになりますが、少なくとも会長を経験し、全体を俯瞰する立場におりましたの

で、今後は宮城県知事として、各担当の委員会、本部に出るだけではなく、阿部会長の特命、

こういったことも今後出てくると思いますので、そうしたことに全力で取り組んでまいりた

いと思っております。 

また、全国知事会長ですので北海道東北ブロックの知事会長職を外れているのですが、ま

た一兵卒になりましたらば、北海道東北ブロックの会長に多分なると思いますので、そうす

ると自動的に全国知事会の副会長になります。それ以外にも阿部会長の特命事項があれば何

でもやろうと思います。一応５期目の任期である 11月 20日までは何でもやろうと思ってい

るところです。 

 

（信濃毎日新聞） 

信濃毎日新聞の河田と申します。阿部長野県知事と村井会長に質問させてください。 

まず、阿部長野県知事は挨拶の中で、全国知事会としての政策提案能力の強化という話が

ありました。９月３日に組織も発表されるということですが、まず、そうした強化が必要だ

と思う理由と具体的に取り組んでいきたい分野を教えてください。 

 

（阿部長野県知事） 

先ほど申し上げたように全国知事会としては、国に対する提言とやっぱり自分たち自身が

行動する。この大きく２つが必要だと思っています。 

政策提案については、先ほど私が所信を申し上げるときにも、各政党との対話、あるいは

色々な団体、経済団体等との協力関係が重要だという話をさせていただきましたけれども、

我々現場の声を熟知している立場ですので、そうした立場でより長期的な視点も持ちながら、

国に対して提言をしていくということが必要だと思っています。 

もちろん当面、今の足下の課題に対する提案もしていかないといけませんが、やはり今、

ともすると短期的な視点に日本全体が陥ってしまっているのではないか。例えば全国知事会

から政府に対してやはり人口問題についても、もっとしっかり取り組んでもらいたいという

お話をさせていただいたり、あるいは気候変動の問題、こうしたものは数年単位でどうこう

という問題ではありませんので、その意味で我々全国知事会としてもしっかりとした長期的

な視点を持って提言できるように取り組んでいきたいと思っています。 

 

（信濃毎日新聞） 

もう１点、短期・中期のお話もありましたが、当面ガソリン税の旧暫定税率の廃止という

もの、それと参院選で１つ争点になった消費税率の廃止あるいは減税というところ、これは

地方分の財源にもなっておりますが、この問題について全国知事会としてどう向き合ってい

くかお聞かせください。 

 

（阿部長野県知事） 

これは村井会長が明日国に対して要望されるということであります。 

そういう意味で我々としては住民のための仕事をしていく上では極めて重要な財源であ

りますので、そうした問題意識は国に対してしっかりと問題意識を伝えて、我々地方公共団
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体が必要な仕事をしっかり継続的にできるようにということを前提に取り組んでいきたい

と思っています。 

 

（信濃毎日新聞） 

村井会長にお伺いします。 

先ほどの挨拶とも少し重なるのですけれども、阿部長野知事のことをどういう人だと村井

会長が見ているかということと、新会長になる阿部長野県知事に特にこの分野に取り組んで

欲しい、あるいは阿部長野県知事のそうした資質をこういうふうに生かして欲しいという思

いがあればお聞かせください。 

 

（村井会長） 

非常に落ち着いた方で人格高潔で何よりも頭がいいですよね。また人の意見をしっかり聞

いてそれをとりまとめていく能力のある方だと思っておりました。 

特に国民スポーツ大会の見直しの時に非常に全国知事会でも意見が割れて大変だったの

です。日本スポーツ協会にも考え方がありますので、その調整も大変だったのですけれども、

次につながるような形にとりまとめていただけたというのは阿部長野県知事でなければで

きなかったのではないかと思っております。 

今後取り組んでいただきたいということですけれども、とにかく全国知事会には 47 人の

侍がいてそれぞれ色んな考え方があります。また、国も衆議院、参議院ともに安定過半数を

持っているところがない、与党が過半数を割っているということでございますので、非常に

国との調整が難しくなってくる。 

今までは与党の方だけを向いていれば何とかなったのですけれども、これからは与党、野

党とうまくバランスをとって調整をしていかなければならないと思います。 

まさにそういったときに考える前に行動する私よりも、しっかりと１人１人の意見を聞い

て取りまとめて動く、阿部長野県知事が適任だと思いますので、そのようなかたちで取り組

んでいただきたいと思います。 

あと暫定税率ですが、明日与党に要望にまいります。軽油引取税まで含めますと１兆5,000

億円ぐらいありまして、そのうち地方分が 5,000億円ぐらいになるそうですから、これがな

くなると本当に大変なことになると思います。 

今、与野党で議論しておりますけれども、代替財源についての議論がちゃんとなされてな

いので、やはり代替財源についてしっかりと責任を負ってくれということを明日まず与党に

申し上げたいと思っております。 

 

（阿部長野県知事） 

補足ですが、先ほど何に力入れているかというご質問があったと思います。 

人口減少の問題やこれまで全国知事会として取り組んできているジェンダー平等、分権の

推進、こうしたものには、引き継ぎ取り組んでいきますが、先ほど申し上げたように、特に

地方自治と民主主義のアップデートが必要ではないかと思っています。地方自治法や公職選

挙法は戦後間もない時期に成立し、その間色々な改正が行われてきております。 

ただ、これから未来に向けて長期的な視点に立ってどうあるべきなのかということも含め
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て考えていかなければならないと思います。 

例えば参議院選挙の合区の問題については、全国知事会としてこれまでもずっと主張して

きておりますが、今の人口減少局面が続いていけば、どんどん合区が増えてしまう。我々地

方の声が国会に通りにくくなる、反映しづらくなるということに対して、やはり大きな懸念

を抱かざるをえないと思っています。 

また若者の声をもっと聞かなければいけないという話をしましたが、例えば、選挙権年齢

は満 18歳以上に引き下げられていますが、被選挙権の資格年齢は知事になるには 30歳まで

待たなければ就くことはできないこともあって、こうした選挙権年齢のあり方も含めた選挙

制度のあり方、まさにこうした部分が地方自治をどうするか、あるいは民主主義をどうする

かにつながる大きな課題だと思いますので、こうした点についても全国知事会の中でもよく

議論をして国に対してしっかり問題提起できるようにしていきたいと思っています。 

 

（NHK） 

NHKの國田と申します。阿部次期会長に伺います。政治の流動化という話がたびたび出て

いますけども、それに絡めて自民党の臨時総裁選について伺います。党内でも様々な議論を

行われていますし、都道府県連の中でもすでに態度表明しているところもあります。長野県

連もそうかと思います。一方で各種の世論調査では石破政権の支持率が上がったり、石破総

理大臣の辞任は必要ないとする声も増えています。次期全国知事会長としてこの臨時総裁選

についての受けとめ、お考えがあればお願いします。 

 

（阿部長野県知事） 

個々の政党の内部の話でありますので、直接的にコメントすることについては控えたいと

思います。先ほど私が全国知事会のスローガンということで、「現場から日本を動かす」と

申し上げましたように、今、日本全体色々な課題があります。また各政党においても、ある

いは国会、政府においても是非色々な課題に正面から向き合ってしっかり方向づけをしてい

ただきたい、このことは強く期待をしているところであります。 

 

（中日新聞） 

中日新聞の記者の林です。阿部長野県知事にお伺いします。日頃から現場という話はされ

ていると思うのですけども、全国知事会の会長になるにあたって、大事にしたい現場という

のはどんなところなのかというところと、それから十人十色と言いますけども、47 県に 47

色があるわけですけども、それぞれの現場との整合性やどうすり合わせていくのかというよ

うなところも今後は求められると思うのですけども、意識したいところがあれば伺いたいと

思います。 

 

（阿部長野県知事） 

私は知事になる直前に「社会を変えよう現場から」というタイトルで一冊本を作っており

ます。その頃からやはり、現場の力こそ社会を変革する原動力だと思っています。これはな

ぜそう思ったかというと私は国家公務員としての仕事をさせていただきましたけども、どう

しても国は役割上、抽象的、観念的な議論に陥りがちであります。 
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しかしながら、我々都道府県は働く方たち、例えば農業であれば農場自体が現場でありま

すし、あるいは工業であれば工場も現場、そうした働く現場、あるいは人々が暮らす、ある

いは命をつなぐ病院や介護施設こうした現場もあれば、あるいは子供たちが日々暮らしてい

る学校現場もあれば、こうした現場の声や思いを国以上に知っているのが、我々都道府県だ

と思っています。 

そしてそうした国民、住民の視点や起点での問題提起こそがこれからの日本の将来を過た

ないようにしていく上で非常に重要だと、これは私が国家公務員だった経験からも強く感じ

ています。そういう意味で確かに 47 都道府県が置かれている状況は少しずつ違うところが

ありますが、しかしながら、それぞれ今申し上げたような現場の声をしっかり受けとめてい

るということでは、国には負けない自負がありますので、そういう意味で「現場から日本を

動かす」というスローガンを多くの知事と共有して取り組んでいきたいと思っています。 

 

（中日新聞） 

村井全国知事会長にも伺いたいのですけども、今、２年間というのは短い期間ではあった

と思います。その中にたくさんの色々なことをなされたと思うのですけども、あえて新会長

にこういうところに引き続き取り組んでもらいたいとか、今までの質問ともかぶっていると

ころもあると思いますけども、お願いできればと思います。 

 

（村井会長） 

やはり２年間で一番思い出に残っているのは、令和６年能登半島地震です。全国知事会長

に就任して３か月後に地震がございました。非常に大変だったのです。近いうちに、首都直

下地震、南海トラフ地震があるかもしれない、あるのではないかと言われております。 

大きな災害があったときに一番近い皆がまとまって応援する、その力を発揮するときだと

思います。私も訓練をしたり、あるいはルールを見直しをしたのですけれども、是非何かあ

った時に 47 人の都道府県知事の力をまとめて、被災したところをしっかりと応援をすると

いった体制をとっていただきたいと思っております。 

 

（進行役：中島事務総長） 

それでは以上で終了させていただきます。 

 

以上 


